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緑
肥
マ
ル
チ
を
活
用
し
た

　
　
カ
ボ
チ
ャ
─
ダ
イ
コ
ン
の
二
毛
作
体
系

　

研
究
部
生
態
系
制
御
チ
ー
ム
で
は
、
緑

肥
を
活
用
し
て
土
壌
侵
食
防
止
や
雑
草
抑

制
、
養
分
供
給
、
有
益
土
壌
生
物
の
誘
引

と
定
着
促
進
等
を
行
う
、
土
づ
く
り
と
高

い
生
産
性
を
両
立
し
た
栽
培
体
系
を
開
発

し
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
財
団
農
業
試
験
場
で
行
っ

て
い
る
緑
肥
マ
ル
チ
を
活
用
し
た
カ
ボ

チ
ャ
─
ダ
イ
コ
ン
の
二
毛
作
体
系
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

概
要

　

こ
の
体
系
（
下
記
イ
ラ
ス
ト
）
で
は
夏

作
の
カ
ボ
チ
ャ
が
繁
茂
す
る
ま
で
の
う
ね

間
に
、
エ
ン
バ
ク
、
へ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
緑
肥
間
作
と
し
て
栽

研
究
部

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
当
セ
ン
タ
ー

農
業
試
験
場
で
取
り
組
ん
だ
研
究
の

成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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培
し
、
カ
ボ
チ
ャ
の
蔓
の
伸
長
に
合
わ
せ

て
刈
り
取
り
、
随
時
カ
ボ
チ
ャ
株
元
や
、

蔓
を
伸
ば
し
て
い
く
場
所
に
先
行
し
て
敷

き
ま
す
（
緑
肥
マ
ル
チ
）。

　

後
作
の
ダ
イ
コ
ン
は
、
前
作
の
緑
肥
と

カ
ボ
チ
ャ
の
蔓
を
還
元
す
る
だ
け
で
、
無

施
肥
で
栽
培
で
き
ま
す
。
カ
ボ
チ
ャ
の
間

作
に
野
生
種
エ
ン
バ
ク
を
用
い
る
と
、
ダ

イ
コ
ン
の
ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ
ュ
ウ
被
害
が

軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ボ
チ
ャ
、
ダ
イ
コ
ン
と
も
に
自
然
農

法
で
育
成
さ
れ
た
品
種
が
適
し
ま
す
。
カ

ボ
チ
ャ
は
二
本
仕
立
て
で
栽
培
し
、「
カ

ン
リ
ー
２
号
」
で
１
０
０
０
～
１
４
０
０

kg
／
10
ａ
の
収
量
が
あ
り
、
ダ
イ
コ
ン
は

「
ふ
じ
宮
重
」
で
３
６
０
０
kg
／
10
ａ
程

度
の
収
穫
が
可
能
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
農
業
試
験
場
は
長
野
県
松

本
市
の
標
高
６
８
５
ｍ
に
あ
り
、
気
候
区

分
は
寒
冷
地
に
当
た
り
ま
す
。
今
後
適
応

範
囲
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
栽
培
方
法
に
つ
い
て
興
味
を
持
た

れ
た
方
は
、
研
究
部
生
態
系
制
御
チ
ー
ム

（
千
嶋
：chishim
a@
infrc.or.jp

）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

先行して播種した緑肥が出揃ったところ（イラスト①）

カボチャ定植後、エンバクの一部を刈敷き（イラスト②）

残りのエンバクとへアリーベッチを刈敷き（イラスト③・④）

カボチャ最盛期の様子

カボチャ収穫後、蔓をハンマーナイフで粉砕（イラスト⑤）

カボチャ後のダイコン栽培の様子


